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議会だ よ り

隠

　
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１３

１４

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
、
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
１９

で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
斉
藤
議
員
・
髙
場
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
・

教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、

関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第３号

報告済令和３年度北海道初山別村健全化判断比率の報告について報告第２号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況ついて報告第３号

可決

初山別村議会議員及び初山別村長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第３３号

可決
非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償支給条例の一部を

改正する条例の制定について
議案第３４号

可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第３５号

可決
フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案第３６号

可決初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について議案第３７号

可決
初山別村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第３８号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度一般会計補正予算（第３号）
承認第７号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度一般会計補正予算（第４号）
承認第８号

承認
専決処分の承認を求めることについて

令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
承認第９号

可決令和４年度一般会計補正予算（第５号）議案第３９号

可決令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第４０号

可決令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第４１号

可決
令和４年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第２号）
議案第４２号

可決令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第４３号

可決令和４年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）議案第４４号

認定
令和３年度北海道初山別村各会計歳入歳出決算等の認定

について
認定第１号



議会だ よ り

韻

　
委
員
の
同
意

■
教
育
委
員
会
委
員

　
初
山
別
村
字
有
明

大
　
家
　
貴
　
代
　
氏

（
新
任
）

　　
　
写
真

　
　
報
告

■
令
和
３
年
度
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

→
実
質
公
債
費
率
 ６
・
３
％

　
前
年
度
比△

０
・
３
ポ
イ
ン
ト

垢
 髙
場
議
員

　
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る

比
率
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
マ
イ
ナ
ス
１
４
６
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。

■
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

→
令
和
４
年
度
予
算
額

１
億
４
８
１
０
万
０
０
０
０
円

　
令
和
３
年
度
決
算
額

１
億
３
８
２
３
万
１
１
５
９
円

　
　
条
例

■
初
山
別
村
議
会
議
員
及
び

初
山
別
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
う
改
正
。

■
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

→
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
う
改
正
。

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
者
に
対
し
国
保
税

を
減
免
す
る
た
め
改
正
。

■
初
山
別
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
者
に
対
し
介
護
保

険
料
を
減
免
す
る
た
め
改
正
。

　
　
承
認

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）】

　
３
８
６
万
１
千
円
を
追
加

し
、　

億
６
６
１
６
万
８
千

２４

円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）】

→
１
０
７
８
万
９
千
円
を
追

加
し
、　

億
７
６
９
５
万
７

２４

千
円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）】

→
７
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、

１
億
４
５
４
９
万
６
千
円
に
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
４
９
４
０
万
６
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
６
３
６
万
３

２５

千
円
に
。

【
岬
セ
ン
タ
ー
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
ト
イ
レ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ル
ブ
何
か
所
修
繕
か
、
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
で
あ
り
早
期

修
繕
が
必
要
で
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
男
子
ト
イ
レ
３
か
所
の
交

換
、
今
後
は
早
急
に
対
応
し

た
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

垢
 髙
場
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
有
率
と
取
得
の
推
進
に
つ

い
て
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
５
月
末
で
保
有
者
は
４
４

１
名
、
人
口
に
対
し
　
・
５

４０

％
、
今
後
使
い
道
が
拡
大
さ

れ
る
、
取
得
拡
大
に
向
け
広

報
を
増
や
し
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
２
６
０
万
３
千
円
を
追
加

し
、
２
億
６
２
８
３
万
６
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
７
３
４
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
９
７
７
２
万
１
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

→
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、

２
１
３
７
万
４
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

→
７
４
７
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
２
９
６
万
７
千

円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

→
７
千
円
を
追
加
し
、
１
億

０
３
８
０
万
７
千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

■
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

提
出
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

報

告

承

認

補

正

予

算

委

員

の

同

意

条

例

意

見

書

提
出
者
　
鎌
田
議
員
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吋

 

ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

の
導
入
・
操
縦
者
の
育
成
に

つ
い
て

議
員
　
近
年
、
様
々
な
地
域
に
お

い
て
地
震
や
大
雨
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
本
村
に

お
い
て
も
８
月
の
大
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
方

自
治
体
の
中
に
は
、
災
害
の

被
災
状
況
や
被
災
者
の
状
況

確
認
な
ど
に
お
い
て
、
ド

ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を

有
効
活
用
す
る
事
例
が
増
加

し
て
き
て
お
り
、
災
害
時
の

活
用
の
他
に
も
、
鳥
獣
害
対

策
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
で

き
る
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
便
性

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
自
治

体
も
注
目
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
み
、
労
働
人

口
の
減
少
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
る
中
、
様
々
な
分
野

で
活
用
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
は
、

今
後
更
に
身
近
な
存
在
と
な

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
本

村
に
お
い
て
も
ド
ロ
ー
ン
導

入
を
検
討
し
、
同
時
に
操
縦

者
の
育
成
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長
　
近
年
、
災
害
対
策
、
地
域

産
業
の
担
い
手
確
保
、
若
者

の
定
住
化
と
い
っ
た
地
域
課

題
の
解
決
や
農
業
、
教
育
分

野
を
充
実
さ
せ
る
施
策
を
展

開
し
て
い
く
中
で
、
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
実
際
の
活
用
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
ド
ロ
ー
ン

は
、
様
々
な
研
究
や
実
験
を

通
じ
て
、
よ
り
性
能
が
向
上

し
、
活
用
方
法
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
利
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
操
縦

者
の
技
術
習
得
や
安
全
管
理

の
ほ
か
運
用
面
と
し
て
予
算
、

運
用
、
保
管
、
整
備
な
ど
導

入
に
あ
た
り
様
々
な
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
時
代
の
潮
流
と
し
て
ド

ロ
ー
ン
の
利
活
用
促
進
に
向

け
た
施
策
の
必
要
性
を
十
分

に
認
識
し
、
村
に
お
け
る
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

ま
た
先
行
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
自
治
体
な
ど
の
運
用

事
例
等
を
参
考
に
し
、
今
後

あ
る
べ
き
方
向
性
の
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
８
月
に
は
、
大
雨
に
よ
る

被
害
、
地
震
が
発
生
し
村
民

の
皆
さ
ん
の
不
安
も
大
き
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
推
察

す
る
。
こ
こ
数
年
で
の
気
候

変
動
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

に
危
機
感
を
強
く
し
て
い
る

が
、
村
長
は
ど
う
感
じ
て
い

る
か
。

村
長
　
地
球
環
境
の
変
動
と
共
に

色
々
な
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。
異
常
化
へ
の

危
機
感
を
持
っ
て
、
新
た
な

段
階
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
議
員
と
同
じ

認
識
。

議
員
　
災
害
現
場
に
お
け
る
危
険

区
域
で
の
活
動
に
お
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
の
存
在
は
絶
対
的

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
確
認
を
直
接
人
が
行
う
部

分
で
は
危
険
を
伴
い
、
難
し

い
場
面
も
想
定
さ
れ
る
。
近

代
機
器
を
活
用
し
調
査
し
、

次
の
対
策
を
練
る
こ
と
は
大

変
重
要
。
村
の
未
来
の
た
め

に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

議
員
　
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
に
つ

い
て
は
。

村
長
　
日
常
の
視
線
と
違
う
視
点

で
の
映
像
は
非
常
に
新
鮮
に

感
じ
る
。
村
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
手

立
て
が
必
要
か
検
討
を
深
め

た
い
。

議
員
　
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
何
が

で
き
る
か
は
、
実
際
に
活
用

し
な
け
れ
ば
わ
か
な
い
部
分

も
多
い
と
思
う
。
様
々
な
と

こ
ろ
で
ド
ロ
ー
ン
導
入
、
操

縦
者
の
育
成
に
関
す
る
協
議

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

一

般

質

問
斉藤　勝博　議員

Ｑ ドローン（無人航空機）の

　  　　　　 導入検討について

Ａ　ドローンの活用について、
　　　　　　幅広く検討していきたい

宮
　
本
　
村
　
長



議会だ よ り

右

 

初
山
別
村
文
化
財
の
保
存
と

継
承
に
つ
い
て

議
員
　
村
で
は
昭
和
　
年
に
初
山

６０

別
村
文
化
財
保
護
条
例
を
制

定
し
、
有
明
獅
子
舞
を
第
１

号
に
、
平
成
　
年
に
は
金
比

２８

羅
神
社
を
２
番
目
に
指
定
い

て
い
る
。
無
形
・
有
形
に
か

か
わ
ら
ず
村
の
誇
り
で
あ
り

宝
で
も
あ
る
文
化
財
を
保
存

し
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
依
っ
て

そ
の
方
策
に
つ
い
て
教
育
長

に
伺
う
。

①
有
明
獅
子
舞
は
、
昭
和
　４０

年
に
初
山
別
村
郷
土
民
芸
保

存
会
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
　６１

年
か
ら
は
有
明
小
学
校
児
童

が
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
で

舞
に
取
り
組
み
有
明
を
あ
げ

て
伝
承
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
平
成
　
年
に
は
奉

２２

納
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

賛
同
す
る
方
た
ち
が
集
い
平

成
　
年
再
開
し
、
年
々
演
舞

２６
数
も
増
え
盛
大
に
な
っ
て
き

て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

３
年
間
中
断
さ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
へ
の
ふ
る
さ
と
学

習
と
し
て
の
取
り
組
み
や
、

条
例
の
目
的
で
あ
る
村
民
の

文
化
の
向
上
に
資
す
る
活
用

等
、
文
化
財
の
保
存
と
継
承

の
努
力
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

②
金
比
羅
神
社
は
、
大
正
、

昭
和
と
２
回
に
わ
た
り
御
堂

の
改
修
、
新
築
が
な
さ
れ
、

毎
年
７
月
　
日
に
海
難
事
故

２０

防
止
と
豊
漁
祈
願
の
例
大
祭

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
昭

和
　
年
に
大
鳥
居
が
建
立
さ

５６
れ
て
か
ら
は
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
、
多
く

の
旅
行
者
も
参
拝
し
て
く
れ

て
い
る
。
村
の
文
化
財
と
し

て
、
維
持
、
補
修
等
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長

①
無
形
文
化
財
、
有
明
獅
子

舞
は
、
昭
和
　
年
に
結
成
さ

４０

れ
て
い
る
初
山
別
村
郷
土
民

芸
保
存
会
が
中
心
と
な
り
平

成
　
年
ま
で
の
間
、
道
内
で

２２
開
催
さ
れ
た
伝
統
芸
能
発
表

会
な
ど
へ
の
参
加
、
演
舞
指

導
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
き

た
。
有
明
小
中
学
校
の
統
合

後
も
初
山
別
小
学
校
の
学
芸

会
で
発
表
す
る
等
、
児
童
生

徒
へ
の
郷
土
芸
能
学
習
の
場

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
　
年
に
保
存
会
は
解
散

２３

し
た
が
、
新
た
な
体
制
づ
く

り
に
協
力
し
、
平
成
　
年
に

２６

有
明
獅
子
舞
有
志
の
会
が
発

足
、
演
舞
が
復
活
さ
れ
た
。

村
で
は
、
演
舞
に
必
要
な
消

耗
品
や
運
営
に
対
し
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
活
動
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
が
、
再
開
の

際
は
有
志
の
会
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
保
存
活
動
へ

の
支
援
を
継
続
し
た
い
。

②
有
形
文
化
財
、
金
比
羅
神

社
は
、
歴
史
的
な
背
景
か
ら

も
貴
重
な
文
化
材
で
あ
る
と

と
も
に
、
近
年
で
は
観
光
拠

点
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

祠
や
御
堂
は
所
有
者
で
あ
る

金
比
羅
宮
の
方
々
に
よ
り
維

持
さ
れ
て
き
た
。
維
持
補
修

等
は
関
係
者
の
所
有
権
及
び

財
産
権
を
尊
重
し
保
存
活
動

の
充
実
を
図
り
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
文
化
財
の
保
護
、
保
存
、

そ
し
て
後
世
へ
伝
え
る
こ
と

に
つ
い
て
、
十
分
に
な
さ
れ

て
い
た
か
。

教
育
長

　
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
、

可
能
な
支
援
、
対
応
策
を
所

有
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
中

で
継
続
し
て
き
て
い
る
。

議
員
　
最
近
の
ふ
る
さ
と
学
習
で

の
取
り
組
み
内
容
は
、
有
明

獅
子
舞
を
ど
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
か
。

教
育
長

　
総
合
的
な
学
習
で
演
舞
の

対
応
を
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
難
し
く
な
り
副

読
本
で
の
対
応
で
進
め
て
い

る
。

議
員
　
有
明
獅
子
舞
に
関
し
演
舞

は
映
像
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
機
会
が
あ
れ

ば
見
せ
る
取
り
組
み
も
し
て

は
。

教
育
長

　
す
べ
て
で
は
な
い
が
映
像

と
し
て
あ
る
。
ロ
ビ
ー
で
の

放
映
等
、
今
後
文
化
祭
等
事

業
を
進
め
る
中
で
対
応
し
た

い
。

議
員
　
金
比
羅
神
社
の
維
持
補
修

に
対
す
る
費
用
は
。

教
育
長

　
教
育
委
員
会
の
予
算
で
対

応
す
る
。

一

般

質

問

Ｑ　初山別村文化財の

　　　　　　保存と継承について

Ａ　保存主体の所有権及び財産権を

　　　　　尊重し活動支援をしていきたい
髙場　志津子　議員



議会だ よ り

宇

 

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

と
協
働
で
築
く
災
害
へ
の
備

え
を
万
全
に
す
る
た
め
に

議
員
　
令
和
４
年
８
月
８
日
か
ら

９
日
の
大
雨
に
よ
る
災
害
。

　
日
未
明
の
道
北
を
震
源
と

１１し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・

２
と
５
・
４
の
地
震
、
発
生

か
ら
４
年
を
迎
え
た
最
大
震

度
７
を
観
測
し
た
胆
振
東
部

地
震
か
ら
見
え
た
、
本
村
の

危
機
管
理
の
課
題
と
解
決
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
災
害
時
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は

作
動
し
て
い
た
が
、
住
民
の

避
難
行
動
を
支
援
す
る
防
災

情
報
の
提
供
は
配
信
メ
ー
ル

を
含
め
不
足
し
て
い
た
。
又

屋
内
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
音

声
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。

災
害
時
に
避
難
行
動
が
容
易

に
と
れ
る
よ
う
、
防
災
情
報

を
村
民
に
わ
か
り
や
す
く
提

供
し
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
明
確
化
す
る
た
め
に
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
と
広
報
車
を
上
手
く

活
用
す
る
と
共
に
、
早
急
に

戸
別
の
受
信
機
、
光
回
線
を

利
用
し
た
テ
レ
ビ
電
話
等
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

②
各
町
内
会
の
防
災
組
織
と

村
、
相
互
間
で
の
情
報
の
収

集
と
伝
達
は
速
や
か
に
行
わ

れ
て
い
た
か
。
町
内
任
せ
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。
各

町
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
地

域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
を
副

会
長
に
位
置
付
け
、
防
災
組

織
の
一
員
に
す
る
等
、
普
段

か
ら
組
織
と
村
と
の
関
係
を

密
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

③
村
の
協
力
要
請
先
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
村
赤
十
字

奉
仕
団
を
村
災
害
対
策
本
部

の
組
織
に
組
入
れ
共
に
行
動

で
き
る
と
大
き
な
戦
力
と
な

る
の
で
は
。

村
長

①
防
災
情
報
の
住
民
周
知
に

つ
い
て
は
、
一
連
の
状
況
を

検
証
し
更
な
る
対
応
の
必
要

性
を
感
じ
た
。
災
害
の
状
況

に
応
じ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
な
ど
を
進
め
る
。
光
回

線
を
利
用
し
た
、
よ
り
効
率

性
の
高
い
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
へ

の
検
討
を
し
て
い
る
。
生
活

支
援
メ
ー
ル
の
登
録
促
進
を

図
り
、
よ
り
効
果
的
な
機
器

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

②
村
が
情
報
収
集
し
た
内
容

を
町
内
会
、
自
治
会
に
迅
速

に
情
報
提
供
を
行
え
る
体
制

づ
く
り
を
図
り
た
い
。
地
域

ふ
れ
あ
い
担
当
職
員
は
地
域

の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
配

置
し
て
い
る
。
有
事
の
際
は

災
害
対
策
本
部
の
一
員
と
な

る
た
め
難
し
い
。

③
国
の
災
害
対
策
基
本
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
者
を

指
名
し
て
い
る
。
赤
十
字
奉

仕
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
機

関
に
は
、
有
事
の
際
に
様
々

な
協
力
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
情
報
共
有
を
密

に
し
、
徹
底
し
た
連
絡
体
制

の
充
実
に
努
め
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
音
で
村
民
に
危
険
を
知
ら

せ
る
手
立
て
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

村
長
　
今
の
状
況
に
満
足
し
て
い

な
い
。
伝
わ
る
仕
組
み
を
、

知
見
を
深
め
て
検
討
し
た
い
。

啓
発
活
動
も
必
要
と
考
え
る
。

議
員
　
情
報
の
伝
わ
ら
な
い
村
民

も
い
る
。
早
期
に
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

村
長
　
情
報
を
取
り
づ
ら
い
方
へ

の
対
策
が
柱
に
な
る
、
極
め

て
緊
急
性
の
高
い
問
題
で
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
災
害
時
の
村
民
に
対
す
る

注
意
、
呼
び
か
け
、
指
示
は

で
き
な
い
か
。

村
長
　
機
会
を
捉
え
情
報
を
流
す

こ
と
は
意
味
が
あ
る
。
村
、

村
民
と
も
に
意
識
を
高
め
、

防
災
力
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
強
く
感
じ
る
。

議
員
　
想
定
外
の
災
害
害
が
多
く

な
る
中
、
国
の
方
針
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
赤
十
字
奉

仕
団
を
入
れ
た
方
が
動
き
が

速
い
の
で
は
。

村
長
　
大
事
な
の
は
情
報
の
共
有
、

対
策
を
共
有
し
、
確
認
し
な

が
ら
動
く
こ
と
が
必
要
。
か

な
り
課
題
は
あ
る
が
一
つ
一

つ
必
要
な
こ
と
を
実
装
し
、

実
際
に
行
動
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 配信メール以外の

　  　　新たな情報伝達の方法は

Ａ　生活支援メールを活かしつつ
　　より効果的なシステム導入を検討したい
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烏

　
 民
　
生
　
費
 

〇
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

費垢
 髙
場
委
員

　
し
ょ
さ
る
号
の
運
行
を
１

年
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
課
題
と

思
う
が
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
平
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
が
た
り
な
い
現
状
。

社
協
職
員
に
よ
る
対
応
も
あ

り
、
再
度
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
。

〇
保
育
所
運
営
費

垢
 髙
場
委
員

　
保
育
所
へ
の
満
３
歳
児
の

途
中
入
所
に
つ
い
て
、
早
く

か
ら
子
ど
も
同
士
の
関
係
を

築
く
た
め
に
も
検
討
し
て
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
今
の
段
階
で
、
変
更
す
る

よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
ど
う
い
っ
た
形
が
良
い

か
検
討
す
る
。

　
 衛
　
生
　
費
 

〇
母
子
保
健
事
業
費

垢
 髙
場
委
員

　
３
年
度
に
設
置
さ
れ
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
実
績
と
個
別
の
支
援

プ
ラ
ン
作
成
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
母
子
手
帳
交
付
時
、
子
育

て
の
相
談
の
実
施
、
乳
幼
児

の
各
種
健
診
、
育
児
教
室
を

実
施
。
個
別
の
支
援
計
画
は

策
定
対
象
が
い
な
か
っ
た
。

〇
健
康
増
進
費

垢
 髙
場
委
員

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
レ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
が
年
数
が
経
っ
た

が
、
数
が
伸
び
な
い
要
因
を

ど
う
考
え
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
継
続
参
加
者
以
外
へ
広
め

る
た
め
の
検
討
を
重
ね
た
い
。

　
 土
　
木
　
費
 

〇
公
園
費

垢
 鎌
田
委
員

　
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
る
が

み
さ
き
台
公
園
野
球
場
の
利

用
状
況
は
。
多
目
的
な
用
途

の
利
用
も
検
討
し
て
は

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
利
用
は
な
か
っ
た
。
利
用

し
や
す
い
よ
う
管
理
、
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
公
園
遊
具
の
点
検
と
増
や

す
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
木
製
遊
具
の
設
置
を
検
討

中
。
再
度
点
検
し
遊
べ
る
対

応
を
し
た
い
。

　
 消
　
防
　
費
 

〇
災
害
対
策
費

垢
 髙
場
委
員

　
災
害
備
蓄
品
の
保
管
状
況

と
自
首
防
災
組
織
の
カ
バ
ー

率
に
つ
い
て
。

茅
 山
崎
企
画
振
興
室
長

　
災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
は

配
置
計
画
の
も
と
各
会
館
へ

配
置
、
世
帯
カ
バ
ー
率
で

　
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

８１

　
 教
　
育
　
費
 

〇
学
校
管
理
費

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
部
活
動
の
外
部
指
導
に
つ

い
て

茅
 大
西
教
育
次
長

　
５
年
度
よ
り
土
曜
、
日
曜

日
の
部
活
動
に
つ
い
て
の
移

行
に
向
け
意
見
交
換
を
行
い

検
討
し
て
い
る
。

　
 歳
　
　
　
入
 

〇
村
民
税
、
固
定
資
産
税

垢
 加
藤
委
員

　
滞
納
繰
越
に
つ
い
て
の
今

後
の
対
策
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
納
税
相
談
を
行
い
個
別
に

対
応
を
し
て
い
る
状
況
。

〇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

垢
 三
谷
副
委
員
長

　
３
年
度
の
対
策
と
成
果
に

つ
い
て
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
現
在
村
Ｈ
Ｐ
・
さ
と
ふ
る

の
２
つ
の
間
口
で
実
施
し
、

件
数
で
　
％
、
金
額
で
　
・

７４

４５

９
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
寄
付
金
の
取
り
崩
し
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
新
年
度
予
算
に
向
け
検
討

し
た
い
。

　
様
々
な
視
点
か
ら
住
民
生

活
に
沿
っ
た
活
発
な
審
査
が

行
わ
れ
た
。
令
和
３
年
度
も

２
年
度
と
同
じ
く
コ
ロ
ナ
対

策
に
追
わ
れ
た
１
年
間
で

あ
っ
た
と
思
う
。
実
質
公
債

費
率
６
・
３
％
と
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
健

全
財
政
を
維
持
し
、
３
億
３

千
２
百
万
の
事
業
を
行
い
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
が
大
き

く
こ
れ
か
ら
の
村
民
生
活
に

多
く
の
も
の
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
う
。
様
々

な
村
民
の
求
め
が
あ
る
わ
け

で
す
が
防
災
の
対
策
、
有
事

の
際
の
村
民
の
安
心
、
安
全

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
時
代

の
流
れ
に
沿
っ
た
様
々
な
対

策
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
今
後
も
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
村
民
が
安
心

で
き
る
村
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

★
議
 
長
 
所
 
感

決

算

審

査

特
別
委
員
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
、　

日
に
わ
た
り
、

１３

１４

令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
を

審
議
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。斉藤　委員長

木村　議長
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羽

 

①
大
高
橋
補
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

３
５
埀５
３
０
千
円

【
所
見
】

　
住
民
の
生
活
道
路
で
あ
り
、

今
後
も
適
正
な
維
持
管
理
を

望
む
。

　
　
写
真

②
天
文
台
改
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

４
０
埀８
１
０
千
円

【
所
見
】

　
村
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も

あ
る
の
で
、
適
正
な
施
設
の

改
修
、
維
持
管
理
を
望
む
。

　
　
写
真

③
栄
第
１
・
第
２
間
線
土
砂

災
害
防
止
対
策
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

１
１
埀３
９
６
千
円

【
所
見
】

　
道
路
全
般
に
お
い
て
、
排

水
等
の
適
正
な
管
理
が
望
ま

れ
る
。

　
　
写
真

④
初
山
別
５
条
線
道
路
排
水

改
修
事
業

・
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

１
７
埀４
３
５
千
円

【
所
見
】

　
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
早
期
の
改
修
を

望
む
。

　
　
写
真

⑤
８
月
８
日
か
ら
９
日
大
雨

被
害
状
況

・
被
害
状
況
を
調
査

【
所
見
】

　
被
害
区
間
が
広
が
ら
な
い

よ
う
、
早
期
の
復
旧
を
望
む
。

　
　
写
真
３
枚

※
事
務
調
査

・
初
山
別
事
業
協
同
組
合
運

営
概
要
に
つ
い
て

　
所
管
す
る
経
済
課
よ
り
経

過
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
　
写
真

・
村
の
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

　
所
管
す
る
企
画
振
興
室
よ

り
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
　
写
真

　総務経済常任委員会（髙場志津子委員長）は、１０月７日に本年度予算に計上された

主な事業の実施状況及び８月の大雨による災害個所についての現地調査を行い、検

討の結果をとりまとめ村に提出しました。

　主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査
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迂

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
写
真
用
フ
イ
ル
ム
白
黒
　３６

枚
撮
り
１
本
１
９
０
円
、
タ

バ
コ
い
こ
い
　
円
、
し
ん
せ

５０

い
　
円
。

４０
　
中
卒
で
、
も
う
一
人
前
に

働
い
て
い
た
時
代
、
酒
も
タ

バ
コ
の
味
も
知
っ
て
い
た
。

　
高
校
も
定
時
制
（
夜
間
）

で
あ
る
。
昭
和
　
、
８
年
頃

３７

の
日
記
を
見
る
と
、
造
林
や

造
材
、
山
で
働
き
月
２
万
６

千
円
か
ら
３
万
６
千
円
で
、

昭
和
の
良
き
時
代
。
都
会
に

出
て
就
職
し
て
み
れ
ば
、
９

千
円
か
ら
１
万
２
千
円
、
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
生
活
は
出

来
た
。

　
夢
も
希
望
も
あ
っ
た
。

　
過
労
死
な
ど
と
い
う
言
葉

は
な
か
っ
た
。

（
文
責
・
山
本
　
康
男
）

　
編
集
後
記

会
議
録
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
議
決
の
状
況
や
審
議
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
で
の
閲
覧
が
で
き

な
い
方
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

　
　
　
　
月
で
す

１２

議　　会　　の　　う　　ご　　き

９　　　月８　　　月

上川・留萌管内女性議員研修会

（髙場議員・増毛町）
２９・３０例月出納検査（監査委員）１０

１０　　　月初山別村戦没者追悼式（議長外議員多数）１５

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員全員及び議長）
７

北海道市町村職員退職手当組合議会定例会

（議長・札幌市）
２２

例月出納検査（監査委員）１４議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）

３１

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１４議会全員協議会（議長外全議員）

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員長外委員多数及び議長）
１９～２２９　　　月

例月出納検査（監査委員）１２

第３回定例会（議長外全議員）

１３・１４

決算審査特別委員会

（委員長外委員全員及び議長）


